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注意喚起：日系企業の事務所における拳銃強盗事件の発生 

  

●ロチャ県チュイ市に所在する日系企業の事務所において拳銃強盗事件が発生しまし

た。 

 

１ 概要 

（１）３月２５日（金）午後２時頃、ロチャ県チュイ市から郊外へ約３km に位置する

日系企業の事務所に拳銃を所持した２人組（性別不明）がバイクに乗って侵入。 

（２）同事務所で勤務していた男性従業員（ウルグアイ国籍）が、来客と誤認し応対し

ようとしたところ、犯人に拳銃で頭部、顔面を殴られ重症を負った。 

（３）犯人は事務所から現金約４万ペソを奪い、乗って来たバイクで逃走。 

（４）重症を負った従業員は、病院に搬送され１週間ほどで退院した。 

 

２ 注意点 

 強盗事件等の一般犯罪は、夜間や人通りの少ない場所において発生する傾向があり

ますが、昨今では場所や昼夜問わずに発生しており、また、拳銃や刃物を使用した事

件も増加しています。（ウルグアイ国内における登録済銃は約６０万丁であり、ま

た、同等数の銃が不法に出回っていると言われているため、国民の３人に１人に相当

する数の銃が存在する計算となります。） 

日頃から、様々な形態の犯罪に遭遇する可能性を念頭に、周囲を警戒しながら行動

するよう心がけてください。 

 

３ 予防策 

＜歩行時＞ 

○人通りが少なく暗い道路を通行しない。 

○危険とされている地域へ立ち入らない。 

○夜間の単独での外出はできる限り避ける。 

○銀行、両替所から出る際は周辺に不審者がいないかどうかよく確認する。 

○銀行、両替所からの帰りはできる限りレミースやタクシーを利用する。 

○物乞いしてくる少年等が強盗に豹変することもあるので、少年だからといって決し

て気を緩めない。 

○侮辱的な言動などの挑発行為があっても無視する。 



○現金やクレジットカードと身分証明書を同一の財布に入れない。 

○被害にあったときの為に紙幣を犯人に要求されたら直ぐに出せるよう用意してお

く。ただし、ポケットから物を取り出す仕草は拳銃を取り出そうとしていると誤解さ

れ、犯人に危害を加えられることになりかねないので注意が必要。 

○暴行等を受け、生命の危険を感じたら全力で脱出を試みる。 

 

＜運転時＞ 

○運転する時は全ての窓を閉め、ドアロックを確実に行う。 

○助手席や後部座席等の外から目に付く所に貴重品（ハンドバッグ、財布、カメラ

等）を置かない。 

○窓拭き屋が強盗に豹変する場合もあるので注意する。 

○自宅を出る際や帰宅した際など、車から乗り降りする時は、付近に不審者がいない

かどうか確認する。 

○郊外でヒッチハイカーを見掛けても、絶対に乗せない。 

 

＜万が一、強盗等に遭遇した場合の措置＞ 

○冷静になる。 

○絶対に抵抗しない。 

○相手の顔、目を見ない。犯人は顔を覚えられることを嫌がり、顔を見ると危害を加

えられる恐れがある。 

○財布等を取り出そうとして、むやみに上着やズボンのポケットに手を入れない。犯

人から武器を取り出すと勘違いされ、拳銃で撃たれる可能性がある。 

 

 その他、安全対策に関しましては、「海外安全対策情報」や「安全の手引き」もご参

考にしてください。 

（海外安全対策情報：https://www.uy.emb-japan.go.jp/files/100316576.pdf） 

（安全の手引き：https://www.uy.emb-japan.go.jp/files/100160259.pdf） 

 

 


